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後
援
会
で
は
、
大
学
・
学
友
会
等

の
要
望
に
応
え
、
学
生
生
活
や
教
育

研
究
活
動
の
推
進
に
資
す
る
備
品
、

図
書
等
の
寄
贈
を
行
っ
て
い
る
。
今

年
度
は
、会
報
第
四
六
号
既
報
通
り
、

吹
奏
楽
同
好
会
の
楽
器
保
管
用
ロ
ッ

カ
ー
、
ス
タ
ン
ド
パ
ネ
ル
、
就
職
支

援
用
の
病
院
情
報
デ
ー
タ
、
多
目
的

ホ
ー
ル
設
置
パ
ソ
コ
ン
の
増
設
の
寄

贈
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
今
回
後
援

会
で
は
年
度
末
に
あ
た
り
、
就
職
関

係
図
書
の
充
実
の
為
、「
帝
国
デ
ー

タ
バ
ン
ク
会
社
年
鑑
」
の
寄
贈
を
決

め
た
。
年
鑑
は
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー

内
に
て
学
生
が
自
由
に
閲
覧
で
き
、

求
人
先
、
応
募
先
、
内
定
先
企
業
の

基
本
情
報
収
集
確
認
に
よ
り
就
職
支

援
に
役
立
つ
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

平
成
二
十
二
年
度

後
援
会
総
会
開
催
に
つ
い
て

一
．
日
時

　
　

平
成
二
十
二
年
四
月
五
日
（
月
）

　
　

�

午
前
十
一
時
頃

　
　
（
入
学
式
に
引
き
続
き
）

二
．
場
所

　
　

わ
た
な
べ
記
念
館
（
講
堂
）

一
時
間
程
の
お
時
間
で
す
。
ご
出
席
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

春
の
弥
生
の
こ
ろ
、
桜
が
美
し
く

咲
き
ほ
こ
ろ
ぶ
季
節
と
な
り
ま
し

た
。
後
援
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

思
い
起
こ
せ
ば
本
学
に
入
学
さ
れ

早
四
年
の
月
日
が
過
ぎ
、
ご
子
息
、

ご
息
女
の
皆
様
が
本
学
二
回
目
の
卒

業
を
迎
え
ら
れ
る
事
と
な
り
、
ご
父

母
の
皆
様
方
の
お
慶
び
い
か
程
か
と

拝
察
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
ご
卒
業

を
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
卒
業
生
の
皆
様
方
誠
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

実
社
会
に
飛
び
込
ん
で
い
く
訳
で
す

が
、
本
学
で
学
ん
だ
知
識
を
存
分
に

活
か
さ
れ
社
会
に
貢
献
さ
れ
る
事
を

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
「
継
続
は
力
な
り
」
と
い
う
言
葉

が
あ
り
ま
す
。
人
生
の
目
標
に
向

か
っ
て
、
着
実
な
努
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
そ
し
て
親
孝
行
を
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

　

人
生
は
山
あ
り
谷
あ
り
で
す
。
悩

ん
だ
時
、
早
く
、
人
に
相
談
す
る
こ

と
を
お
薦
め
し
ま
す
。
相
談
す
る
と

悩
み
の
半
分
は
解
決
す
る
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
卒
業
さ
れ
る
皆
様
は
東
京
聖

栄
大
学
と
し
て
、
第
二
回
目
の
卒
業

生
と
な
ら
れ
ま
す
。
よ
き
先
輩
と
し

て
後
輩
た
ち
の
面
倒
を
今
後
と
も
見

て
い
っ
て
下
さ
い
。

　

教
職
員
の
皆
様
方
に
は
熱
心
な
ご

指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
卒
業
生
の
皆

様
、
後
援
会
の
皆
様
の
ご
健
康
と
ご

発
展
そ
し
て
本
学
の
ご
発
展
を
心
よ

り
ご
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
学
の
発

展
に
大
い
に
貢
献
を
し
て
い
た
だ
い

た
齋
田
浩
三
前
後
援
会
会
長
が
今

年
、一
月
に
急
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り

し
、
生
前
の
ご
功
績
に
対
し
て
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
度 

保
護
者
会
報
告

　

保
護
者
会
（
後
援
会
・
大
学
共
催
）

な
ら
び
に
教
職
員
と
の
情
報
交
換
会

（
後
援
会
主
催
）
が
、
昨
年
十
月
三
日

（
土
）、
六
十
六
名
の
保
護
者
の
参
加

を
得
て
、
学
内
に
て
実
施
さ
れ
た
。

　

当
日
は
、
十
三
時
よ
り
全
体
会
と

し
て
大
嶋
博
後
援
会
会
長
の
挨
拶
、

松
本
信
二
健
康
栄
養
学
部
長
の
挨
拶

の
後「
本
学
の
学
生
の
現
状
と
課
題
」

に
つ
い
て
、
学
務
課
、
学
生
支
援
セ

ン
タ
ー
よ
り
報
告
が
な
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
管
理
栄
養
学
科
、
食
品

学
科
ご
と
に
学
科
別
全
体
会
と
し
て
、

学
科
長
の
挨
拶
な
ら
び
に
、
各
学
科

の
教
育
活
動
・
学
科
行
事
な
ど
の
報

告
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
の
学
年
担

任
と
の
懇
談
に
於
い
て
は
熱
心
な
情

報
及
び
意
見
の
交
換
が
交
わ
さ
れ
た
。

　

保
護
者
会
終
了
後
は
、
教
職
員
と

の
情
報
交
換
会
が
本
学
多
目
的
ホ
ー

ル
に
於
い
て
行
な
わ
れ
た
。

保護者会

保
護
者
会
に
参
加
し
て

　

後
援
会
役
員１

Ｎ
Ａ　

平
塚　

三
鈴

　

入
学
式
か
ら
半
年
。
初
め
て
の
保

護
者
会
が
あ
り
ま
し
た
。
何
日
も
前

か
ら
、
先
生
方
よ
り
ど
の
様
な
お
話

が
聞
け
る
の
か
と
て
も
楽
し
み
に
出

席
し
ま
し
た
。

　

全
体
会
で
は
、
就
職
状
況
の
報
告

な
ど
入
学
し
た
て
の
我
が
子
に
は
ま

だ
ま
だ
先
の
話
だ
と
思
い
な
が
ら
聞

い
て
い
ま
し
た
。

　

学
科
別
・
学
年
別
で
は
、
学
年
担

任
の
先
生
か
ら
学
生
た
ち
の
現
況
に

つ
い
て
お
話
が
あ
り
、
皆
さ
ん
熱
心

に
学
生
生
活
の
様
子
に
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。
資
料
の
回
覧
や
個
別
に

我
が
子
の
成
績
を
見
せ
て
い
た
だ
く

機
会
も
あ
り
、
貴
重
な
相
談
の
場
と

な
り
ま
し
た
。

　
「
何
か
聞
き
た
い
事
、
ご
ざ
い
ま

す
か
？
」
の
問
い
に
い
ろ
い
ろ
う
か

が
っ
て
み
た
い
気
持
ち
も
あ
り
ま
し

た
が
、
初
め
て
の
参
加
で
何
も
言
え

ま
せ
ん
で
し
た
。
今
度
は
、
質
問
出

来
る
様
に
、
次
回
の
出
席
を
楽
し
み

に
し
て
お
り
ま
す
。

 

後
援
会
の
寄
贈
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学
年
度
末
に
近
い
こ
の
時
期
、
学

生
は
当
該
年
次
の
仕
上
げ
に
向
け
定

期
試
験
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
特
に
二
十
一
年
度
入
学
の
一
年

生
か
ら
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
訂
を
行

い
、
国
家
試
験
対
策
の
充
実
の
た
め

受
験
資
格
取
得
必
修
教
科
「
特
論
６

単
位
」
を
増
設
し
た
。
実
際
に
は
三

学
科
の
卒
業
生
五
名
が
近
況
報
告
に

母
校
を
訪
ね
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
だ

一
年
弱
の
勤
め
で
、
さ
ぞ
苦
労
も
多

く
、不
満
も
多
い
こ
と
だ
ろ
う
と
思
っ

て
ま
し
た
。
確
か
に
朝
の
早
い
こ
と

や
、
会
社
に
慣
れ
る
ま
で
の
数
ヶ
月

の
大
変
さ
は
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
不

満
ら
し
い
不
満
は
語
っ
て
ま
せ
ん
で

し
た
。
む
し
ろ
今
現
在
は
仕
事
が
面

白
く
て
、
働
く
の
が
楽
し
い
と
さ
え

感
じ
て
い
る
様
子
が
窺
え
、
む
し
ろ

驚
か
さ
れ
た
ほ
ど
で
す
。
た
ま
た
ま
、

集
っ
た
卒
業
生
だ
け
に
言
え
る
一
例

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
彼
等
の
姿
を

見
て
い
る
と
、
日
本
人
の
働
き
好
き

の
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
本
学
の
卒
業
生
に
も
受

け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ら
れ
、

嬉
し
く
思
っ
た
次
第
で
す
。

管
理
栄
養
学
科

国
試
対
策
委
員
を
配
し
、

サ
ポ
ー
ト
強
化

管
理
栄
養
学
科
長　

阿
左
美
章
治

　

本
学
も
お
蔭
様
で
二
回
目
の
卒
業

生
を
無
事
社
会
に
送
り
出
す
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
こ
れ
も
偏
に
後
援
会

の
皆
様
の
日
頃
の
ご
協
力
の
お
蔭
と

心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
三
月
本
学
を
飛
び

立
っ
た
一
期
生
は
、
管
理
栄
養
学
科

の
卒
業
生
は
管
理
栄
養
士
と
し
て
、

食
品
学
科
の
卒
業
生
は
食
品
関
連
企

業
に
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
採
用
さ
れ
ま

し
た
。
社
会
人
と
し
て
そ
ろ
そ
ろ
一

年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
彼

等
が
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
て
い
る
の

か
、
我
々
教
員
に
と
っ
て
大
変
気
に

掛
る
と
こ
ろ
で
す
。
大
学
で
何
を
学

ん
で
来
た
ん
だ
と
叱
責
さ
れ
て
い
な

い
か
。
言
葉
遣
い
が
悪
か
っ
た
り
、

遅
刻
し
て
注
意
さ
れ
て
は
い
な
い
か

な
ど
な
ど
。
こ
れ
は
ご
子
息
、
ご
息

女
を
近
い
将
来
社
会
に
送
り
出
す
こ

と
に
な
る
皆
様
も
気
に
掛
る
と
こ
ろ

だ
と
思
い
ま
す
。

　

つ
い
先
日
の
こ
と
で
す
が
、
食
品

年
次
か
ら
の
開
講
と
な
る
が
、
真
剣

に
授
業
に
取
り
組
む
姿
勢
に
緊
張
感

が
み
て
と
れ
る
。
ま
た
、
今
年
度
か

ら
学
年
担
任
に
加
え
て
各
学
年
、
各

ク
ラ
ス
と
も
国
試
対
策
委
員
を
配

し
、
授
業
や
休
暇
中
の
課
題
、
国
試

模
擬
試
験
の
準
備
な
ど
一
連
の
作
業

が
国
試
対
策
に
通
ず
る
も
の
で
あ

り
、
学
生
自
身
に
対
策
勉
強
が
す
で

に
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
こ
と
を
認
識

さ
せ
て
い
る
。
特
に
三
年
生
は
対
策

委
員
を
中
心
に
ク
ラ
ス
有
志
に
よ
る

勉
強
会
を
立
ち
上
げ
る
な
ど
そ
の
効

果
も
現
れ
て
い
る
。
四
年
生
は
こ
の

一
年
間
を
大
学
生
活
の
総
仕
上
げ
と

管
理
栄
養
士
免
許
を
手
に
し
、
実
社

会
で
の
活
躍
を
実
現
す
る
年
と
見
定

め
、
就
職
活
動
、
国
家
試
験
合
格
勉

強
に
大
い
に
努
力
し
て
い
る
。
受
験

生
全
員
の
合
格
と
次
年
度
学
生
の
教

育
お
よ
び
国
試
対
策
向
上
に
向
け
さ

ら
な
る
サ
ポ
ー
ト
を
続
け
た
い
。

　

本
学
科
は
、
こ
の
三
月
に
二
期
生

を
卒
業
生
と
し
て
送
り
出
し
た
。
日

本
の
経
済
が
急
激
に
悪
化
し
た
影
響

を
受
け
、
卒
業
生
の
就
職
内
定
率
も

前
年
よ
り
悪
化
し
て
い
る
が
、
今
年

度
は
、
一
般
企
業
以
外
に
公
務
員

（
食
品
衛
生
監
視
員
等
）
へ
採
用
さ

れ
た
学
生
が
複
数
名
い
る
。
本
年
よ

り
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
管
理
者
資
格
も
取
得

可
能
に
な
っ
た
。
学
科
と
し
て
も
資

格
の
取
得
を
積
極
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

三
年
生
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
そ

の
発
表
会
が
終
了
し
、
就
職
活
動
が

始
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
企
業
の

採
用
状
況
は
、
前
年
と
同
様
に
厳
し

い
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
後
援
会
の

方
々
に
は
、
採
用
情
報
が
あ
れ
ば
本

学
に
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ

る
。
一
、二
年
生
に
対
し
て
は
例
年

通
り
基
礎
学
力
を
向
上
さ
せ
る
よ
う

に
、
学
期
末
に
課
題
を
与
え
、
新
年

度
に
実
力
テ
ス
ト
を
実
施
す
る
予
定

で
あ
る
。
ま
た
幅
広
い
視
野
を
持
っ

た
食
の
専
門
家
を
養
成
す
る
た
め
の

各
種
の
研
修
（
フ
ィ
ー
ル
ド
研
修
、

市
場
見
学
、
海
外
研
修
）
も
適
宜
実

施
し
て
い
く
。

●
聖
栄
葛
飾
祭（
大
学
祭
）

　

昨
年
十
一
月
六
日
（
金
）

前
夜
祭
、
七
日
（
土
）・
八

日
（
日
）
本
祭
と
「
聖
栄
葛

飾
祭
」
が
開
催
さ
れ
た
。
今

回
は
、「
食
べ
て　

動
い
て

脱
メ
タ
ボ
! !
」の
テ
ー
マ
で
、栄
養
・

健
康
・
食
品
に
関
す
る
企
画
を
充
実

し
、
葛
飾
区

の
後
援
に
加

え
、
農
林
水

産
省
関
東
農

政
局
東
京
事

務
所
の
協
賛

を
受
け
た
。

　

葛
飾
区
連
携
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
日

本
フ
ー
ド
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
協
会
と

の
共
催
に
よ
り
、
本
学
の
食
育
連
携

事
業
「
食
育
サ
ポ
ー
タ
ー
事
業
in
葛

飾
区
」
の
広
報
事
業
を
行
い
、
本
学

と
葛
飾
区
保
健
所
・
地
元
商
店
会
と

の
協
働
・
連
携
に
よ
る
食
育
事
業
の

成
果
を
発
表
し
た
。

　

管
理
栄
養
学
科
協
賛
企
画
で
は
、

「
教
え
て
身
体
、大
丈
夫
! ?
」と
題
し
、

学
生
に
よ
る
来
場
者
の
血
圧
・
体
脂

肪
・
骨
密
度
測
定
等
行
い
好
評
を
得

た
。

　

ま
た
、
学

友
会
特
別
企

画
で
は
、
七

日
午
後
に
日

本
テ
レ
ビ
系

番
組
「
に
け

つ
ッ
! !
」
の
公
開
収
録
が
行
わ
れ
、

吉
本
興
業
タ
レ
ン
ト
の
千
原
ジ
ュ
ニ

ア
、
ケ
ン
ド
ー
コ
バ
ヤ
シ
の
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
前
後
に
は
、
大
学
正
門
か
ら

中
庭
ま
で
人
垣
が
出
来
る
程
の
入
場

者
が
あ
っ
た
。

「聖栄葛飾祭」入場門

学友会活動報告

ⒸYTV・吉本興業

学
部
長
挨
拶

健
康
栄
養
学
部
長松

本　

信
二　

食
品
学
科

就
職
対
策
・
基
礎
学
力
の

向
上
に
注
力

食
品
学
科
長　

筒
井　

知
己
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入学式
（H21.4.4）

学友会総会
（Ｈ21.4.16）

部・同好会説明会
（H21.4.7）

地域共創活動（新小岩ふるさとづくりフェスティバル）
（H21.8.22 ～ 8.23）

体育祭
（H21.10.5）

聖栄葛飾祭
（H21.11.7 ～ 11.8）

就職活動のためのマナー講座
（H21.12.2）

就職活動のためのディスカッション講座
（H21.12.17）

ママと子どもの楽しい食育（わたなべ幼稚園）
（H21.11.20）

新入生歓迎会
（H21.4.16）

地域共創活動（わんぱく相撲）
（H21.5.17）

東京聖栄大学奨学金授与式
（H21.5.26）

平成21年度　東京聖栄大学フォトグラフィー

フィールド研修
（H21.8.3 ～ 8.5）

都内市場見学
（H21.7.31 ～ 8.1）

マナー講座
（H21.5.27）
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就
職
状
況
報
告

　

学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
入
学

時
か
ら
各
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
就
職
講

座
、
学
内
業
界
企
業
説
明
会
な
ど
の

就
職
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
二
期
生

の
就
職
内
定
状
況
は
、
世
界
的
な
経

済
不
況
の
影
響
に
よ
る
新
規
学
卒
者

採
用
抑
制
に
よ
り
、
厳
し
い
出
足
と

な
っ
た
が
、
二
月
末
の
就
職
内
定
率

は
八
十
％
を
超
え
た
。

　

学
科
別
に
み
る
と
、
管
理
栄
養
学

　

私
の
職
場
で
は
新
入
社
員
は
一
年

目
は
誰
に
で
も
質
問
し
て
よ
い
と
言

う
不
文
律
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、

そ
れ
に
し
て
も
同
じ
内
容
を
何
度
も

質
問
さ
れ
る
の
は
諸
先
輩
に
し
て
み

れ
ば
、
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
二
年
目
か
ら
は
も
う
質
問

は
出
来
ま
せ
ん
。
分
か
ら
な
い
事
は

自
分
で
調
べ
て
身
に
つ
け
る
し
か
方

法
が
な
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

一
年
目
に
ど
ん
ど
ん
質
問
し
て
そ
の

職
場
で
の
仕
事
の
や
り
方
を
身
に
つ

け
て
お
く
事
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
素
人
か
ら
プ
ロ
に
な
る
た

め
に
は
、
与
え
ら
れ
た
仕
事
を
責
任

を
持
っ
て
や
り
遂
げ
る
事
、
そ
の
繰

り
返
し
に
よ
り
段
々
プ
ロ
に
近
づ
く

事
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
最
初
は
簡

単
な
仕
事
で
も
全
力
を
持
っ
て
臨
み

プ
ロ
に
な
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

今
後
と
も
大
学
と
後
援
会
の
皆
様

の
益
々
の
ご
発
展
を
お
祈
り
し
て
い

ま
す
。

編
集
後
記

　

本
日
、
二
期
生
の
卒
業
式
が
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。
後
援
会
よ
り
卒
業
生

の
就
職
先
・
進
学
先
で
の
活
躍
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

４月１日（木）	 前期開始
４月５日（月）	 入学式
４月６日（火）～９日（金）

ガイダンス等
４月12日（月）

前期授業開始
５月28日（金）	 体育祭
５月31日（月）

学園創立記念日
８月２日（月）

前期授業終了
８月３日（火）
　　　　夏期休暇開始

９月22日（水）
夏期休暇終了・前期終了
９月24日（金）
後期開始・後期授業開始
11月４日（木）～５日（金）

大学祭準備
11月６日（土）～７日（日）

聖栄葛飾祭
11月８日（月）

大学祭後片付（休講）
11月９日（火）	 代日休校
12月22日（水）	 授業終了
12月24日（金）

冬期休暇開始
１月５日（水）

冬期休暇終了
１月６日（木）	 授業再開
２月１日（火）

後期授業終了
２月10日（木）～ 17日（木）
食品学科食事情海外研修
３月15日（火）	 卒業式
３月31日（木）	 学年終了

平成22年度

学　年　暦

副
会
長
挨
拶

後
援
会
副
会
長　

髙
木　

善
繁

　

早
春
の

頃
、
後
援
会

の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て

は
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
存
じ
ま

す
。

　

第
二
回
卒
業
式
を
迎
え
卒
業
生
に

向
け
て
、
新
入
社
員
や
職
員
と
し
て

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
二
点
ほ
ど
述
べ
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

大
学
で
の
四
年
間
の
実
習
や
国
家

資
格
を
取
得
し
、
そ
れ
な
り
の
ス
キ

ル
を
身
に
つ
け
て
い
る
と
は
思
い
ま

す
が
、
四
月
よ
り
各
人
が
入
る
職
場

に
お
い
て
は
プ
ロ
集
団
の
中
の
素
人

に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

　

素
人
か
ら
プ
ロ
と
な
る
た
め
に
は

職
場
の
諸
先
輩
よ
り
ご
指
導
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
諸
先
輩
の
立
場
に
し

て
み
れ
ば
新
入
社
員
や
職
員
へ
の
指

導
は
余
計
な
負
担
を
か
け
る
お
荷
物

に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
少
し
で

も
負
担
を
少
な
く
す
る
た
め
、
メ
モ

帳
と
ペ
ン
を
常
に
携
帯
し
、
メ
モ
魔

に
な
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
に
よ
り
同
じ
質
問
を
繰
り
返
さ

な
い
、
同
じ
間
違
い
も
繰
り
返
さ
な

い
事
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
科
で
は
、
内
定
者
の
殆
ど
は
管
理
栄

養
士
職
就
職
で
、
公
務
員
、
病
院
、

老
人
施
設
、
保
育
園
、
給
食
会
社
、

薬
局
な
ど
幅
広
い
分
野
で
内
定
し
て

い
る
。
今
年
は
、
保
育
園
、
薬
局
の

就
職
が
増
加
し
た
。

　

食
品
学
科
で
は
、
食
品
衛
生
監
視

員
、
食
品
企
業
の
研
究
分
析
職
・
営

業
販
売
職
な
ど
大
学
で
の
研
究
教
育

成
果
を
活
か
す
職
種
に
内
定
し
た
学

生
が
多
い
。

　

在
学
生
に
は
、
就
職
に
対
す
る
意

識
を
早
く
か
ら
高
め
て
活
動
を
行
う

こ
と
を
強
く
期
待
す
る
。

訃
報

　

齋
田
浩
三
前
会
長
逝
去

　

後
援
会
前
会

長
齋
田
浩
三
氏

は
、
去
る
平
成

二
十
二
年
一
月

二
日
ご
病
気
の
た
め
急
逝
さ
れ
ま
し

た
。
享
年
五
十
七
歳
。
同
氏
は
前
身

の
短
期
大
学
後
援
会
会
長
を
務
め
ら

れ
、
東
京
聖
栄
大
学
開
学
を
期
に
、

本
後
援
会
設
立
に
尽
力
さ
れ
、
平
成

十
七
年
四
月
か
ら
同
二
十
一
年
三
月

ま
で
会
長
と
し
て
大
学
及
び
本
後
援

会
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

茲
に
謹
ん
で
感
謝
と
哀
悼
の
意
を

表
し
、ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

【就職】
＜管理栄養士・栄養士職＞
（公務員）
　埼玉県栄養士
（病院）
　東京大学医学部附属病院好仁会、
　�（医社）三友会　三枝病院、
　（医社）白寿会　田名病院
（老人施設）
　�（社福）三誠会�特養マーシイヒル、
　（社福）双樹会（特別養護老人ホーム）
（保育園）
　�アンデルセン保育園、（社福）わかみや
福祉会（保育園）、矢向つぼみ保育園、
上智厚生館保育園、江北保育園、亀戸
浅間保育園、大西保育園、桑川保育園、
うらら保育園、アリスなかよし保育園

（給食会社）
　�日清医療食品㈱、日本給食サービス㈱、
シダックス㈱、富士産業㈱、㈱レオッ
クジャパン、エームサービス㈱、㈱エ
ム・ティー・フード、㈱グリーンハウ
ス、㈱ニッコクトラスト

（薬局）
　�㈱スギ薬局、㈱セイジョー、㈱マツモ
トキヨシ
＜公務員＞
　�横浜市食品衛生監視員
　千葉県警察
＜一般企業＞
　�㈱伊勢丹、㈱カネボウ化粧品、㈱京橋
千疋屋、㈱グルメ杵屋、小久保製氷冷
蔵㈱、サミット㈱、㈱白松がモナカ本
舗、高瀬物産㈱、㈱華屋与兵衛、㈱ファ
イブフォックス、㈱ホシザキ湘南、㈱
松屋フーズ、㈱レインズインターナショ
ナル、和幸商亊㈱、和光食品工業㈱

【進学】
　�筑波大学大学院

（平成22年２月末現在）

４年次生の主な就職進学予定先


